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本会議のライブ映像と録画映像
※録画映像は、過去の会議を会議名や議員名、用語などで検

索してご覧いただくことができます。

福生市公式ホームページ
(http://www.city.fussa.tokyo.jp/) にアクセスして「福

生市議会」→「インターネット中継」の順にクリックしてください。

◆配信内容

　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映します。放映日時、放
映チャンネルは、広報ふっさ及び多摩ケーブルチャンネルガイドでお知らせしま
すのでぜひご覧ください。

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会を感じていただ
けると思います。
　「市民に開かれたわかりやすい議会」を一層推進するため、積極的に議会情報を
お届けしていきたいと考えておりますので、ぜひご利用ください。

◆アクセス方法

ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」

ケーブルテレビで本会議の生中継を放映しますケーブルテレビで本会議の生中継を放映しますケーブルテレビで本会議の生中継を放映しますケーブルテレビで本会議の生中継を放映します

「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「ふっさいとでんわ」の皆さんにご協力いただき、市議会
だよりの音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害者 (１・２級 ) の方にお届
けしています。　
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっしゃいましたら、議会事務
局にご連絡ください。

☎042-551-1523
○デイジー（DAISY）とは
　デジタル録音図書の国際標準で、聴きたいところをすぐに検索できるなど、
情報検索性に優れています。
　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具として給
付を受けられます。

（利用者一割負担）

　今定例会では、17人の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。
質問方式は３種類の選択制で、一括方式、一問一答方式、併用方式（一括
と一問一答の併用）のいずれかを議員が選択し、質問しました。
　概略の掲載は一問とし４ページから５ページに掲載しました。一般質問
の項目は６ページにすべて掲載してあります。
　詳しくは、５月中旬発行予定の会議録を市役所情報コーナー及び図書館
でご覧いただくか、福生市ホームページからご覧ください。

市政のここが聞きたい

（要旨）一 般 質 問

任期付職員を他の部署でどう活用していくのか
町田 成司 議員

　質問　高度の専門性を有する特定
任期付職員を採用するとのことだが、
活用をどのように考えているのか。
　市長　教育センターで、臨床心理
士等の専門職員を統括し、学校支援
の指導を行うため、教育、心理の専
門家で、学校長の経験等がある者を、
特定任期付職員として募集・選考し
ている。この制度の他部署での活用
の具体的計画はないが、外部人材の

採用は今後検討していきたい。

▲教育センターがある子ども応援館

福生の「良さ」を市民へ発信
末次 和夫 議員

　質問　福生の良さをどう捉え市民
に周知してきたか。良さを再確認し、
定住化につなげる取り組みはどうか。
　市長　多くの自治体の中から選ば
れ続けるまちであるよう「子育てす
るならふっさ」のキャッチフレーズ
等でシティセールスに取り組み情報
発信してきたが、取り組みは調査で
も市民に認知されている。特に転出
者を減らす視点での調査はないが、

今後も対象を明確にし発信を続けたい。

▲ふっさ十景の多摩川堤防の桜

「次世代育成支援行動計画」について問う
武藤 政義 議員

　質問　平成27年度から始まる子
ども・子育て支援事業計画策定に向
け、課題解決のため、これまでの事
業の検証をどう行っていくのか。
　子ども家庭部長　26年度までの
次世代育成支援行動計画については、
実施事業の目的がどう達成されたか
の視点で、量的・質的な検証を行う
とともにアンケート調査結果の分析
を含め総合的に評価を行い、課題に

即した新計画を策定していきたい。

「障害者スポーツ」への参加を促進していこう
柳川 英司 議員

　質問　障害者スポーツへの参加は
社会のノーマライゼーションも推進
する。健常者もともに参加できる環
境整備にどう取り組むのか。
　教育長　障害者の参加を促し、健
常者と一緒に行える各種スポーツ教
室開催や、正しい知識を持った支援
ボランティアの育成を図っていきた
い。また、スポーツの情報不足がな
いよう、情報を発信しアクセスを確

保していくことも必要だと考える。 

▲市内の農地

▲障害者スポーツへの参加を

▲子ども・子育て審議会の様子

農地が少なくなっていく福生市の農業の現状は
串田 金八 議員

　質問　市内最後の水田もなくなり、
後継者問題など困難もあると聞くが、
福生市の農業の現状を伺う。
　市長　現在の農家戸数は63戸で、
生産緑地は相続税のため宅地化され
るなど減少傾向にある。平成23年
福生市農業振興計画策定時の調査に
よると、後継者は27人で意義のあ
る数値だ。生産緑地の保全や追加指
定のため積極策を講じていくことが

重要だと考える。

日光橋などの史跡、文化財等の保護と活用について
堀 雄一朗 議員

　質問　日光橋など、地名・橋・坂
の由来や歴史を説明板で表示し紹介
することは、郷土を知り愛着を持つ
きっかけにもなる。所見を伺いたい。
　教育長　指定・登録文化財から優
先的に保護に取り組む必要があり、
説明板設置に至っていないものがあ
る。日光橋は現存最古の道路のれん
がアーチ橋として登録文化財候補に
なっており、登録されれば速やかに

説明板を設置したい。 

▲明治 36 年頃の日光橋

玉川上水にかかる日光橋は国内最古の橋か
杉山 行男 議員

　質問　日光橋は、道路れんがアー
チ橋として国内最古の橋と聞くが、
正しいか。そうであれば、スポット
を当てＰＲしてはどうか。
　教育長　日光橋は1891年に建設
され、現存最古の道路れんがアーチ
橋で、中詰材はコンクリート使用と
のことである。
　ホームページや、ガイドツアーを
活用し、今後もさらに福生市の魅力

としてＰＲしたい。

▲現存する最古の道路れんがアーチ橋の日光橋

男女共同参画社会の実現に向けて
五十嵐 みさ 議員

　質問　ワーク・ライフ・バランス
推進は男性へのアプローチが大事だ。
庁内や市内企業への働きかけを伺う。
　市長　男女共同参画行動計画の主
要課題にワーク・ライフ・バランス
の推進があり、庁内では15課の職
員が60事業でかかわる。庁内ホー
ムページを通じても意識改革を図っ
ていきたい。企業等にも計画の施策
は向けられ、主に広報やホームペー

ジを活用しての啓発を行っている。

▲男女共同参加情報誌「あなたとわたし」

「子育てするなら福生」の子育て支援施策を問う
岩﨑 百合子 議員

　質問　15歳～ 18歳の未就学者・
未就職者、高校中退者への進路相談
の状況はどのようになっているか。
　教育委員会参事　連絡を取り合え
る場合は出身中学校が情報提供等を
行っているが、卒業時の担任が異動
してしまった場合等は相談活動が困
難となっている。学校を初め複数の
機関が連携して支援に取り組んでお
り、今後も一人一人の状況に即した

進路相談を進められるよう努めたい。

▲第三中学校卒業式の様子

学校給食センター（災害時対応施設）の基本指針は
阿南 育子 議員

　質問　新給食センターにおいて、
未来をつくる子どもたちに向けて、
健康的なバランスのとれた日本食を
中心にすることへの考えはどうか。
　教育長　具体的な献立はまだ検討
を行っていないが、献立を考える上
で重要なことは、食器の種類の数で
ある。
　施設規模や配送方法等にも影響を
及ぼすことから、現在総合的に検討

を行っている。

▲おいしい給食を届けます

指定管理者制度導入の考え方について
大野 聰 議員

　質問　中央体育館、屋外体育施設
の指定管理者制度導入の考え方と課
題は。
　教育長　サービス面、財政面から
も効果は高く、制度導入に向けて検
討を進めたい。ＮＰＯ法人福生市体
育協会も視野に入れ、経営力、運営
力等、多角的に検討したい。中央体
育館は老朽化やバリアフリーへの対
策、屋外体育施設は、公園の所管部

署との連携等が課題と考える。

▲指定管理者制度導入を検討する中央体育館

降雪、積雪に対する市の対応や対策は
大野 悦子 議員

　質問　２週続けての大雪に見舞わ
れたが、市の対応や対策を伺う。
　市長　市として駅周辺や主要道路
の除雪に全力を挙げ、安全確保に努
めた。市職員のほか、消防団員、交
通安全推進委員、建設業者の協力も
得て、駅周辺や主要道路など優先順
位を決めて除雪を行った。今後、地
域防災計画での位置づけや、大雪対
応マニュアルの作成、車両や除雪装

備品の整備に努めたい。

▲大雪後の除雪作業

新都市連絡協議会におけるスポーツ交流事業について
田村 正秋 議員

　質問　滋賀県守山市で行われる少
年サッカーの交流試合はどんな内容
か。参加チームや今後の予定は。
　教育長　守山市、北海道登別市、
福生市の間の新都市連絡協議会でス
ポーツ交流事業を行うこととなり、
今年の８月に少年サッカーを行う。
小学生の選手15名、指導者等５名
を派遣予定だ。この事業は３市が輪
番で開催し、一巡の28年度で一旦

完了する。

▲新都市連絡協議会スポーツ交流事業で行われるサッカー

障害者優先調達推進法の調達の方法について
原田 剛 議員

　質問　障害者就労施設からの物品
調達はどんな方法で行っているのか。
　市長　調達を推進する方針として、
必要な情報を収集・共有し、質の向
上や供給円滑化の取り組みを支援す
る。また、受注機会増大の可能性を
検討し、調達が可能となる分離分割
発注、履行期限等を考慮し、地方自
治法施行令規定の随意契約を積極的
に活用するとしている。この方針に基

づき各課から発注し調達に努めている。

▲優先調達により作成されたタクシー券等

中学校給食実施を決断した理由を問う
池田 公三 議員

　質問　中学校給食実施を歓迎する。
決断した理由を改めて問う。
　教育長　最大の要因は、給食セン
ター建設予定地を災害時対応施設と
して確保できたことである。また、
ランチルーム方式は、全生徒を対象
にした昼食対策の充実には、施設、
設備的に困難であり、食物アレル
ギー対応、更なる食育の推進などの
課題解決のためには、中学校完全給

食が必要と強く認識したことによる。 

▲新給食センターの建設予定地

助成金などで再生可能エネルギー促進の取り組みを
奥富 喜一 議員

　質問　給湯は太陽熱と石油・ガス
併用が当面の最善策だと思うがどう
か。再生可能エネルギー活用助成金
など促進策をどう考えるか。
　市長　各家庭の状況に合わせ、専
門家の助言を参考に選択してほしい。
従来の助成金は25年度に終了した
が、26年度から商工会実施の住ま
いの省エネ・バリアフリー住宅改修
等工事費助成事業で再生可能エネル

ギー設備等の助成を行う。

▲市役所屋上のソーラーパネル

福生市におけるコンプライアンス指針の作成は
青海 俊伯 議員

　質問　多数の管理職の定年退職が
続くが、どんなコンプライアンス基
準をいつまでに作成する予定か。
　市長　法令遵守にとどまらず、公
務員倫理や社会常識を含めた職員と
してとるべき行動規範として広い意
味でとらえて、コンプライアンス規
定を整備する動きがある。福生市に
おいても「良き職員としての行動規
範」を示して継承できるよう取り組

み、７月までに作成・配布したい。

▲職員が遵守する地方自治法と福生市例規集


